
日
本
共
産
党

市
議
団
は
、
岡

山
県
と
鳥
取
県

に
あ
る
自
立
援

助
ホ
ー
ム
を
視

察
し
、
広
島
市

へ
の
設
置
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。 

両
ホ
ー
ム
は
、
養
護
施
設
を
退
所
し
た
20
歳
ま

で
の
社
会
的
自
立
を
め
ざ
し
て
い
る
青
年
を
支
援

す
る
施
設
で
す
が
、広
島
か
ら
も
入
所
し
て
い
ま
し

た
。
広
島
の
子
ど
も
は
、
広
島
の
行
政
が
責
任
を
持

つ
べ
き
で
す
。 

ま
た
、東
区
光
町
の
児
童
相
談
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
一
時
保
護
所
」
は
常
時
定
員
い
っ
ぱ
い
の
状

態
で
、最
低
限
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
れ
な
い
実
態

で
す
。
早
急
な

対
策
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

市
は
「
検
討

す
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

 

深刻な 
   政治の責任が問われている 

子
育
て
施
策
の
充
実
を
求
め
る 

「
成
長
期
の
子
ど
も
に
満
足
に
食
べ
さ
せ
て
や
れ
な
い
の
が
一

番
つ
ら
い
」「
ク
ラ
ブ
活
動
費
が
負
担
で
き
ず
、
入
部
を
あ
き
ら

め
さ
せ
た
」
な
ど
、
４
月
に
生
活
保
護
の
母
子
加
算
が
廃
止
に

な
っ
て
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
訴
え
を
紹
介
し
、

貧
困
世
帯
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
問

題
を
取
り
上
げ
、
市
長
の
「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て
の
認
識

と
対
策
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
協
力
開
発
機
構

が
２
０
０
９
年
に
発
表
し
た
統
計
に

よ
る
と
、
日
本
で
は
貧
困
層
に
占
め

る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
割
合
が
、
80

％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
平
均
の
63
％

を
大
き
く
超
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、子
ど
も
の
貧
困
率
は
14
・
３
％
、

中
で
も
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
57
％
と
先
進
国
の
中
で

も
最
も
高
く
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題

は
深
刻
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
子
ど

も
に
対
す
る
虐
待
も
増
え
て
い
ま

す
。ま
た
、
母
子
世
帯
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
な
る
べ
き
生
活
保
護
制
度

の
母
子
加
算
の
廃
止
で
、
い
っ
そ
う

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を
苦
し
め
て

い
ま
す
。 

特
に
、
子
ど
も
を
権
利
の
主
体
者

と
し
て
と
ら
え
、
子
ど
も
の
医
療
費

の
無
料
化
や
教
育
の
無
償
化
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

市
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

※

市
長
答
弁
は
左
端
の
コ
ラ
ム
を
参
照 

ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
率
は
先

進
国
の
な
か
で
一
番
高
い
日
本 

中国５県で、ないのは広島だけ 

 秋葉市長答弁 

子どもの貧困の問題の解決に当たって

は、憲法２５条が子どもにとって特に重い

意味を持つのみならず、医療、福祉、税制、

教育、労働などの幅広い分野にわたる取り

組みが必要です。本市としては「子どもに

関する施策の総合的な計画」において、子

どもの貧困の対応の視点を掲げ、具体的な

取り組みについて検討しています。 

しかしながら、子どもの貧困の問題を解

決するために長い時間はかけられません。

その間に子どもは大人になり、貧困な環境

で育った子どもが次の世代の子どもたち

を同じように貧困な環境で育てるという

「悪循環」に陥るからです。財政的に苦しく

ても、国の施策が不十分であっても、広島

市として、子どもの貧困を解消するため、

全力を尽くす覚悟で努力したいと考えて

います。 

日本共産党広島市会議員団の活動を紹介します。 
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一
時
保
護
所  

虐
待
な
ど
で
親

と
一
緒
に
く
ら
せ

な
い
子
ど
も
を
、
一

時
的
に
保
護
す
る

児
童
相
談
所
内
の

施
設 

を視察 「一時保護所」  

児童相談所 

「自立援助ホーム」  

財政が苦しくても全力をつくす 

ア
メ
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ギ
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日
本
共
産
党
の 

      

要
望
も
り
こ
む 

経済環境委員会 

厚生委員会 

委員会で奮闘しました 

建設委員会 

総務委員会 

●自営業者の家族の労賃を認め

ない所得税法５６条を廃止す

るべきとの意見書提出の必要

性を主張。  

●ドメスティックバイオレンス

（ＤＶ）対策の相談が急速に増

えていることを明らかにし、

シェルターの設置など積極的

な施策を求めました。  

●嘱託職員の給与制度の改善を

求めました。 

●基礎がなく、コンテナを二段に積

み上げた「レンタル倉庫は危険」

との市民の声を紹介し、安全対策

を求めました。市は８７箇所の既

存「レンタル倉庫」は、建築基準

法「違反」との認識を示し、安全

確保がされるよう事業者を指導

すると約束しました。 

●高速５号線の安全検討委員会の

審議内容が、傍聴者に分かるよう

な資料の工夫と、地元住人の傍聴

を確保するように求めました。 

文教委員会 

村上あつ子（東区） 

(TEL ２６１－５１１６) 

皆川恵史（中区） 

(TEL ２２１－０７０８) 

中森辰一（西区） 

(TEL ２９３－３５６３) 

競争と選別の教育改革の問題

点を指摘し、中学校の学校選択

制の中止と中学校2年3年の習

熟度別（能力別）授業をやめて少

人数学級を早期に実現するよう

求めました。 

市教委は「35人学級を中学2，

3年へ拡大することは2期計画の

中で検討していく」と答弁しまし

た。 

●１０月１日から全市的にレジ袋

の無料配布がなくなりました。レ

ジ袋削減が、ごみ減量、二酸化炭

素の排出抑制だけでなく、環境

問題への啓発につながるよう要

望。また、協力店舗の拡大と削減

効果の公表を約束させました。 

●「イオンモール広島祇園店」の２

期オープンは、住民との約束通

り、長束八木線の整備完了後で

あることを再確認させました。 

藤井とし子（安佐南区） 

(TEL 872-4139) 

中原ひろみ（南区） 

（TEL ８90-2266) 

基
本
計
画
に
意
見
を
付
し
て
賛
成 

   

広
島
市
の
施
策
の
「
柱
」
を
10
年
ご
と
に
決 

め
る
「
広
島
市
基
本
構
想
・
第
５
次
基
本
計
画
」

の
審
議
が
約
一
年
を
か
け
て
行
わ
れ
、
日
本
共

産
党
市
議
団
が
要
望
し
た
、
子
ど
も
の
貧
困
解

消
へ
の
取
り
組
み
、
黒
い
雨
地
域
の
指
定
拡
大
、

内
部
被
曝
の
実
態
解
明
が
、
基
本
計
画
の
な
か

に
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
前
向
き
な
見
直
し
を

評
価
し
、
以
下
の
意
見
を
付
け
て
賛
成
し
ま
し

た
。 

●
高
速
５
号
線
の
建
設 

地
盤
沈
下
・
土
砂
災
害
な
ど
、
住
民
の
安
全
を

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
地
域
の
住
民
と
十
分
な
調
整

を
行
い
、
理
解
の
醸
成
・
合
意
形
成
に
努
め
る
こ

と
。 

●
旧
理
学
部
１
号
館
の
保
存
・
活
用 

被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
被
爆
建
物
と
し
て
保

存
し
つ
つ
、
広
島
の
教
育
の
拠
点
と
し
て
栄
え

た
歴
史
を
継
承
し
た
活
用
を
す
る
た
め
に
、「
民

間
ま
か
せ
」
に
せ
ず
、
市
が
責
任
を
持
つ
こ
と
。 

●
放
影
研
の
広
大
工
学
部
移
転 

放
射
線
影
響
研
究
所
が
ア
メ
リ
カ
の
核
開
発

機
関
と
手
を
切
り
、
文
字
通
り
日
本
の
機
関
と

し
て
被
爆
者
の
健
康
と
人
類
の
医
学
の
向
上
に

貢
献
す
る
機
関
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

●
道
州
制
に
つ
い
て 

道
州
制
は
、
財
界
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
国
民

や
地
方
の
必
要
性
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
間
の
格
差
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
ひ
ろ
げ
る
道
州
制
は
慎
重
に
す
べ
き
で
す
。 

昨年、「黒い雨」被害の実態

調査の再調査を３万８千人を

対象に行った結果の中間取り

まとめの内容と今後の見通し

を質問。市は今年度末には最

終まとめを出し、放射性降下

物等の新たな知見も踏まえ

て、来年度、国に対して強く

働きかけて行きたいと答弁し

ました。 

市
政
で
も｢
建
設
的
提
案｣

を
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た 

大企業バラマキに 
１６億５千万円 

確
認
す
る
「
安
全
検
討
委
員
会
」
が
、
「
危
険
」

と
の
意
見
を
出
し
た
場
合
は
、
住
民
の
安
心
・
安

全
を
最
優
先
し
、
事
業
は
中
止
す
る
こ
と
。 

●
広
島
ら
し
い
教
育 

先
生
・
子
ど
も
の
負
担
を
増
や
す
「
ひ
ろ
し
ま

型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
や
、
地
域
を
衰
退
さ
せ
る

「
学
校
規
模
の
適
正
化
」
で
な
く
、
お
金
の
心
配

な
く
、
し
っ
か
り
学
べ
る
環
境
整
備
こ
そ
必
要

で
す
。 

●
原
爆
ド
ー
ム
周
辺
の
景
観
計
画 

条
例
に
よ
る
強
権
的
な
高
さ
規
制
で
は
な
く
、

広島市基本構想 

第５次基本計画 

厚生委員長 

補
正
予
算
に
は
、

き
わ
め
て
不
十
分

な
が
ら
雇
用
対
策

や
保
育
園
の
増
設

な
ど
市
民
生
活
を

改
善
す
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大

き
な
ム
ダ
づ
か
い

も
あ
り
ま
し
た
。 

   

広
島
駅
北
口
再

開
発
（
若
草
町
地
区

市
街
地
再
開
発
）
を

民
間
大
企
業
が
事

業
者
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
開
発
企

業
に
対
し
て

13
億
５
千
万
円
も
補
助
金
と
し

て
献
上
す
る
も
の
で
す
。
す
で
に
今
年
３
月
に

６
千
万
円
を
補
助
、
来
年
度
に
は
２
億
４
千
万

円
の
補
助
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
16

億
５
千
万
円
も
の
補
助
金
を
大
企
業
に
ば
ら
ま

く
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

財
源
は
す
べ
て
国
か
ら
の
補
助
金
で
す
が
、
麻

生
内
閣
が
残
し
た
負
の
遺
産
で
す
。 

９

月

議

会

に

は
、
旧
広
島
市
民

球
場
跡
地
利
用
計

画
を
具
体
化
す
る

た
め
の
予
算
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
３
月
議

会
に
続
い
て
、
ま

た
も
、
折
り
鶴
展

示
施
設
に
批
判
的

な
４
会
派
（
新
政

ク
・
政
和
ク
・
公

明
・
爽
志
会
）
の

30
人
の
賛
成
に

よ
っ
て
、
大
幅
な

修
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
「
こ
れ
ま
で
、
四
年
以
上
の

長
い
時
間
を
か
け
て
行
政
も
議
会
も
周
辺
関
係

者
も
議
論
を
重
ね
て
き
た
積
み
重
ね
の
上
に
出

さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
跡
地
利
用
計
画
を
よ
り

具
体
的
に
進
め
る
上
で
必
要
な
予
算
で
あ
る
」

と
い
う
立
場
で
、
修
正
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

またも 否決 

 

難クセつけて 旧市民球場 
   関連議案 

自民・公明政権の負の遺産  


